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ごあいさつ 
 

当県は、「飛山濃水」と例えられるように、北部には標高 3,000ｍを超

える山々が連なる一方、南部は木曽三川により形成された濃尾平野が展開

する、豊かな自然環境に恵まれた地です。また、日本の中央に位置するこ

とから、古くより東西文化の接点の地としても発展し、多くの文化財を有

し、古来からの信仰が今なお受け継がれる古刹が数多く存在します。近年

の発掘調査等の成果で、各地の古代・中世寺院の実態が明らかにされつつ

ありますが、一方で寺院が多く立地した山間地では、近年多発する豪雨に

よる災害を未然に防ぐための開発事業が予想されることから、事前把握が

急務となり、平成 30年度から令和４年度にかけて、国庫補助事業として

「岐阜県古代・中世寺院跡総合調査」を実施しました。そして、本書は、

岐阜県が誇る豊かな歴史や文化を、県民の皆様に広く知っていただくた

め、岐阜県古代・中世寺院跡総合調査報告書のダイジェスト版として作成

し、岐阜県を代表する遺跡や当センターが発掘調査等を実施した寺院跡を

掲載しております。本書が「ふるさと岐阜」自慢を深めるきっかけとなれ

ば幸いです。 

 最後となりましたが、本事業の実施にご協力いただきました各寺院関係

者の皆様、地元の皆様、関係機関並びに関係者各位に深く御礼申し上げま

す。 

 

令和７年２月 

 

 

 

岐阜県文化財保護センター 

所長 塚原 雅巳 



 

 

例 言 

 

１ 本書は、平成30年度から令和４年度にかけて行った、岐阜県古代・中世寺院跡総合調査報告書（「寺院報告

書」とする）のダイジェスト版である。 

２ 地形観察図・遺物の実測図は、寺院報告書及び当センター発掘調査報告書に掲載したものを使用している。 

３ 第１章・２章の遺構写真及び第３章の写真の一部（写真47、54～57）の撮影は、当センター調査担当職員が

行った。その他の遺構・遺物の写真は、当センター発行の発掘調査報告書に掲載した写真を使用している。 

４ 岐阜県所在寺院関係者の皆様には、本調査の趣旨について御理解いただき、快く御協力いただいた。記して

感謝を申し上げたい。 

５ 寺院報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。岐阜県古代・中世寺院

跡総合調査報告書内でも記したが、重ねて感謝の意を表する次第である（敬称略五十音順・全国地方公共団体

コード順）。 

上村俊邦、高橋教雄、中島義晴、早川万年、藤澤良祐、水上精榮、三好清超、山梨県文化財保護センター、一

般社団法人岐阜県猟友会、岐阜市、大垣市教育委員会、高山市教育委員会、多治見市教育委員会、関市、中津

川市、美濃市教育委員会、瑞浪市教育委員会、羽島市、恵那市教育委員会、美濃加茂市教育委員会、土岐市教

育委員会、各務原市教育委員会、可児市、山県市教育委員会、瑞穂市教育委員会、飛驒市教育委員会、本巣市

教育委員会、郡上市教育委員会、下呂市教育委員会、海津市教育委員会、羽島郡二町教育委員会、養老町教育

員会、垂井町教育委員会、関ケ原町教育委員会、神戸町教育委員会、輪之内町教育委員会、安八町教育委員会、

揖斐川町教育委員会、大野町教育委員会、池田町教育委員会、北方町教育委員会、坂祝町教育委員会、富加町

教育委員会、川辺町教育委員会、七宗町教育委員会、八百津町教育委員会、白川町教育委員会、東白川村教育

委員会、御嵩町教育委員会、白川村教育委員会 

６ 本文中の方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標系第Ⅶ系を使用する。 

７ 土層の色調は、小川正忠・竹原秀雄2015『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社）による。 

８ 調査記録及び出土遺物は、岐阜県文化財保護センターで保管している。 

９ 各寺院跡位置図（図６，９，12，15，18，21，24，27，29，31，34）は、国土地理院発行２万５千分の１地

形図を改変し作成している。 
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第１章 岐阜県古代・中世寺院跡総合調査について 

第１節 悉皆調査の概要 

岐阜県古代・中世寺院跡総合調査は、平成 30年度から令和４年度の５年間（現地

での調査４年、報告書執筆１年）をかけて行いました。県内の寺院跡の中には、その

存在を知られぬまま埋もれている場合もあると思われ、昨今の多発している災害等に

よって滅失するような事態も懸念されます。そうした中で古代・中世寺院の悉皆的な

調査を行うことができたのは、文化財の保存・活用のために、文化財の現状を正確に

把握し、地域の歴史文化を次世代に継承する上で重要な意味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

調査では、基礎資料調査及び現地確認調査で得た情報をもとに地形観察図を作成し

ました。その結果、近世以降成立の寺院を含めた 3,464か寺のうち、1,918か寺の古

代・中世寺院を確認し、127か寺の地形観察図を作成しました。また、寿楽寺廃寺跡

（飛騨市）、龍渓寺跡（中津川市）の内容確認調査、横蔵寺旧境内（揖斐川町）の地

形測量・遺物分布調査を行いました。これらの調査から、寺院分布・寺院立地の特徴

や変遷、寺域の空間構造、宗派の広がりや衰退、地域ごとの特徴などを明らかにする

ことができました。 

図１ 各年度調査の経過 

写真１ 踏査の様子 写真２ 地形観察図作成 写真３ 内容確認調査 

1



 

 

第２節 報告書総括の概要（図２） 

3,464か寺を対象として調査した結果、古代成立寺院 393か寺、中世成立寺院 1,525

か寺を確認しました。飛鳥時代には、岐阜圏域で寺院の成立が目立ち、奈良時代にな

ると広い範囲で寺院の成立が増加します。平安時代になると、西濃圏域での成立増加

が顕著となり、東濃圏域においても成立が増えてきます。中世になると全圏域で新し

い寺院の成立が増えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 県内寺院の成立状況 

飛鳥  奈良 

 

平安 

鎌倉 室町 安土桃山 

全域 

2



 

 

寺院の成立記録は、７世紀からみられます。宮代廃寺跡（垂井町）、弥勒寺跡（関

市）、山田寺跡（各務原市）、杉崎廃寺跡（飛騨市）などは発掘調査の結果から７世

紀末までに成立していたことがわかっています。その後、８世紀前半から９世紀前半

までには、美濃国分寺（大垣市）、国分尼寺（垂井町）や飛騨国分寺（高山市）、国

分尼寺（高山市）が成立しています。12世紀後半から 15世紀まで、土岐氏が美濃国

で勢力を拡大し、積極的に寺院の造営を行ったことを主な原因として、多くの寺院が

成立しています。15世紀後半から 17世紀後半までは、蓮如などの布教活動により真

宗の寺院が急増することで、成立数が多くなっています。また、15 世紀から 16 世紀

には、武家勢力の争いによって多くの寺院が焼失しています。一方でその後に多くの

寺院が移転・再興しています。また、斎藤氏や織田氏は積極的に岐阜城下へ寺院の移

転を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古代寺院が最も多く分布するのは８世紀に設置された美濃国府（垂井町）や美濃国

分寺、国分尼寺などを中心とする濃尾平野の北部の東山道沿いです。岐阜圏域から中

濃圏域、東濃圏域にかけての東山道沿いにも一定数の古代寺院が分布します。特に中

濃圏域は豪族ムゲツ氏の本拠地であり、７世紀後半には武儀評衙
ひょうが

が設置され、早い時

期から寺院の成立が見られます。飛騨圏域では、８世紀に飛騨国府や飛騨国分寺、国

分尼寺が設置された宮川沿いの盆地に古代寺院が集中します。 

表２ 時期別の成立数等 
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中世に入ると、治水技術の向上や水運の発達により、河川沿いの集落や街道が増加

し、木曽三川や宮川の支流やそれ以外の河川周辺にも寺院の成立が目立つようになり

ます。県南部（東濃圏域北部を除く）では山頂や山腹などに新しい寺院が成立するこ

とは少なくなり、山腹であっても集落に近い場所に寺院が成立することが多くなりま

す。一方、飛騨圏域や東濃圏域北部では山腹や山頂にも新しく寺院が成立しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 県を代表する古代・中世の山岳信仰（図３・４） 

 今回の悉皆調査では、片道１時間以上の登山を要する寺院跡の調査を実施すること

ができませんでした。そのため、CS立体図で確認できる山頂や市町村境の尾根上の平

坦面を実見することができなかったため、県内の山岳信仰の調査については将来の課

題です。 

岐阜県古代・中世寺院跡総合調査報告書と本ダイジェスト版では、自治体史で確認

した白山信仰と高賀山信仰に関係する主な寺院・神社を分布図に掲載しています。 

白山信仰とは、養老元（717）年に白山を神体として泰澄により開山され、平安時

代には、奥美濃における白山修験の拠点であった長瀧寺が白山信仰下で栄えて密教と

結びつき、平安時代中期には天台別院として成立しました。古代から長瀧寺を中心に

泰澄やその弟子が開いたという伝承（起源）を持つ寺院が多く分布します。また、長

良川沿いの国道 156号は白山への信仰道（郡上街道）として発達しました。郡上街道

表３ 時期別の立地数 
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に沿って集落が発達し、寺院も街道沿いやその山際等に多くみられます。中世におい

ては、長瀧寺は美濃番場として全盛期を迎えました。長瀧寺を中心に、下山七社（中

宮・佐羅宮・別宮・本宮・金剣・岩本・三宮）という信仰拠点を形成して組織化され、

信仰圏の拡大に伴い、次第に長良川を下って移動しました。神光寺は、平安時代後期

の観音像や泰澄大師像、室町期の白山曼荼羅を有する寺院であり、三宮は白鳥町為真

の白山神社から神光寺に移ったとされます。また、岩本宮は、白鳥町中津屋の白山神

社から、鎌倉末期～南北朝時代には洲原白山権現に移り、さらに岐阜市大洞の願成寺、

続いて伊吹山に移りました。美濃や尾張方面からの白山参詣者は、まず「白山前宮」

洲原白山権現に参詣したといい、美濃禅定道の入口となっていました。中世成立の天

台宗寺院は 14～15世紀頃に郡上郡において多く見られますが、その多くが長瀧寺の配

下であったり、長瀧寺で得度を得た人物が造営したりした寺院です。 

関市と郡上市にまたがる高賀山では、白山信仰の変形と考えられる高賀山信仰が見

られます。高賀山は、長良川中流域西岸の山岳地帯の中で最も高い山であり、濃尾平

野の各地からその頂上を見ることができる山です。 

高賀山を囲むように六社（蓮華峰寺（高賀神社）、滝の宮（滝神社）、蔵王権現（金

峰神社）、巌屋本宮（本宮神社）、巌谷新宮寺（新宮神社）、星宮粥川寺（星宮神社））

が造営されました。六社はいずれも伝承によって天暦年間（947～957）の成立である

と伝わっていますが、蓮華峯寺（関市）や粥川寺（郡上市）では、平安中期頃の作と

考えられている仏像を有しています。特に蓮華峯寺は、平安時代～鎌倉末期頃の仏像

や懸仏等が多数みられますが、六社のうち唯一、神像を安置しており、高賀信仰の最

古の中心的拠点であったと考えられます。高賀山信仰は中世以降全盛期を迎え、昭和

の初め頃まで続いたといいます。 

今回の調査では、県内の神仏習合について深く追究することができませんでした

が、明治時代の廃仏毀釈の影響を大きく受け、特に神宮寺の痕跡の詳細が明らかにで

きなかった寺院跡が多いと言えます。その中でも白山信仰と高賀山信仰については、

現代の県民に引き継がれ、その保護に力が注がれていることは、まさに「清流ぎふ」

のＤＮＡと言えるでしょう。 

5



富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県

愛知県

長野県

木曽川木曽川

長良川長良川

揖斐川揖斐川

宮川宮川

長良川長良川

木曽川木曽川

高原川高原川

荘川荘川

津保川津保川
武儀川武儀川 板取川板取川

土岐川土岐川

飛騨川飛騨川

寺院

中世以降の主な街道

富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県

愛知県

長野県

木曽川木曽川

長良川長良川

揖斐川揖斐川

宮川宮川

長良川長良川

木曽川木曽川

美濃国府美濃国府

不破郡家不破郡家

武儀郡家武儀郡家

飛騨国府飛騨国府

壬
申
紀
の
道

壬
申
紀
の
道

東山道別路
東山道別路

東山道東山道
東山道東山道

飛
騨
支
路

飛
騨
支
路

不破関不破関

連
絡
路

連
絡
路

寺院

駅家

駅路等主な古代道路
同上推定・想定路

古代寺院の分布

中世寺院の分布

図２　県内古代・中世寺院分布図

（S=1/1,500,000）

0 40km

6



飛騨国府

可児駅?

可茂駅?

加茂駅?

武義駅

菅田駅

方縣駅
大野駅

各務駅

下留駅

上留駅

石浦駅

土岐駅

大井

道
山
東

禅定中宮(今清水社)

中居白山神社別当円周寺
【天台宗】

鮎走奥ノ森宮跡(奥の宮跡)

長瀧寺【天台宗】
(白山中宮長滝神社)

白鳥寺(白鳥神社)

巌屋本宮【真言宗】
巌屋新宮寺【真言宗】

粥川寺【真言宗】

円教寺(円教寺跡)
【天台宗】 蓮華峯寺

【天台宗】
滝の宮

禅定寺

蔵王権現 洲原神社
洲原白山権現

金剛寺(洲原白山前宮)

大山白山神社神宮寺
【真言宗】

能郷白山神社神宮寺
【真言宗】

大威徳寺跡
【天台宗】鎌倉

神光寺跡(古代)

横蔵寺旧境内
【天台宗】

寺屋敷遺跡

(S=1/500,000)

0 20Km

国府・郡衙・駅家等

高賀山信仰関係寺院(平安～)
(文永８年長瀧寺焼失～再興間
 白山中宮を代行)

白山信仰関係寺院(奈良～)

武義郡衙武義郡衙

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

高賀山高賀山

能郷白山能郷白山

▲▲

鷲ヶ岳鷲ヶ岳

▲▲

毘沙門岳毘沙門岳

▲▲

屏風山屏風山

大日ヶ岳大日ヶ岳

別山別山

大野郡大野郡

池田山池田山

▲▲

▲▲

瓢ヶ岳瓢ヶ岳

天王山天王山

▲▲

▲▲

▲▲

御前峰御前峰

大汝峰大汝峰

拝殿山拝殿山

図３　白山信仰・高賀山信仰関係古代寺院跡位置図
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※背景地図に地理院タイル傾斜量図を使用
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図４　長瀧寺跡関係地　位置図
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※背景地図に地理院タイル傾斜量図を使用
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